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レンギョウ、ユキヤナギ、コデマリ、リンショウバイの促成技術に関する研究

一 生 育、 花芽 の分化 と発達 お よび休眠
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1ま え が き

宮城県の夏季冷涼で秋季早冷,積雪も少ない気象立地か

ら,都市近郊ならびにLEn地帯の畑地での中小校物花木の

栽培は地域農家の生活安定に大きく寄与するものと思われ

る。栽培から促成技術まで一貫した技術体系の確立をはか

るため,手始めに生態的特性について検討を加えた。

2試 験 方 法

試験 1 生育 レンギョウ(品種ジャイアントイエロー),
ユキヤナギ (品種蒲田極早生 ),コ デマ,(品種新みずlI)

を供試 し,挿床 2年苗を1976年 4月 1日 に植え付けた。調

査は新 しょう見 展開葉着生節数について5月 lo日から10

日ごとに行った。

試験2 花芽の分化および発達 レンギョウについては
7月 10日・

ュキヤナギ, コデマツについては,月 20日 から

腋芽を検鏡した。

試験ζ 花芽の休眠 日中最高気温25～50C 夜温12～
13Cの ガラス室に, レンギ ●ウ,ユキヤナギ,'デ マリの
切枝を11月 20日 から10日 ごとに入室 して,開花状態を調査
した。リンショウ′ヽイは10月 20日 から10日 ごとに回場で養

成した株を掘りおこしてガラス室のベットに植えた。

4 結果および考察

1 生育 新しょうの伸長,展開素着生節数の増加の推
移は図 1に示すとおりである。レンギ .ウ の新しょうは5

月上旬から,月 中旬まで伸長し, 7月 上旬にわずかながら

停滞してその後 8月 上旬まで著しく伸長 した。展開葉着生

節数の増加も同傾向が認められた。ユキヤナギ, コデマツ

の新しょうは5月 上旬から8月 中旬まではぼ直線的に伸長

し,展開秦着生節数の増加も同傾向であった。

2 花芽の分化および発達 花芽の分化は, レンギョウ
やユキヤナギの新しょうでは中間節かそのやや上の腋芽か

ら始まって上下に進み,,デマリでは上位の芽ほど早い。
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図1 レンギ ョウ,ユキヤナギ,'デマリの新
しょう長と展開葉着生節数の時期的推移

レンギ .ウ では 8月 20日 に花弁の分化が認められたが,ガ

タ片形成期までは識別することめ
'で
きなかった。8月 下旬

には雄ずい.,月 中旬には雌ずい,胚珠の形成が認められ
翌年の4月上旬に開花を始めた。ュキャナギでは10月 上旬

に花房分化が認められ,10月 中旬には雄ずい,11月 _L旬に

は雌ずいが形成されて,翌年の4月 上旬に開花を始めた。
コデマリでは11月 上旬に花房分化が認められ,そのままの

状態で翌年の 1月 まで経過 して5月 中旬に開花を始めた。

3 花芽の休眠 レンギョウの入室時期と開花率の推移
は表 1に示すとおりである。

11月 20日入室では 1月 20日 (入室61日後 )か ら開花を始

め,全期間で,5¢ 開花 した。 以後入室時期が遅れるほど
開花までの期間が短く開花率も高くなったが,12月 20日入

室でも全期間の開花率は488チ で50¢以下であった。12月

50日 入室では 1月 17日 (入室 18日 後)か ら開花を始め, 5

日後には526¢の開7E率となり,全期間で743¢開花した。

1月 10日 入室では 1月 27日 (入室 17日 後 )に一斉に766チ
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開花した。

以上の結果から,開舵率が高くしかも開花を始めてから

短期間で開花がそろい利用できるのは12月 30日 以降の入室

であり, この時期が実用上の休眠あけと考えられた。12月

50日 までの低温遣過時間は5C以下850時間 OC以下226

時間であった。

ユキヤナギの入室時期と開花率の推移は表 2に示すとお

りである。11月 20日 入室では12月・4日 (入室24日後 )か ら

表 1 レンギョウの促威開始期と時期別開花率

こ  ( )は累計

表2 ユキヤナギの促蔵開始期と時期別開花率

二  ( )は累計

コデマリは12月 20日以降の入室で花房の抽出が認められ

たが開花せず,2月 20日 入室でも開花しなかった。切口を

つぶす.割る,焼 くなどの水揚処理を行ったが開花せず,

切枝促成は困難と考えられた。

リンショウパイの株促成では (表省略 )新 しょうの下位

%の芽は動かず,10月 20日 入室では12月 5日 (入室
“

日後 )

から開花を始め全期間で04¢開花した。 以後入室時期が

遅れるほど開花までの期間が短く開花率も高くなった。12

月4日 入室では 1月 17日 (入室44日 後 )か ら開花を始め,

全期間で536チ開花したが開花がそろわず,開花率が50¢

以上に連するのに開花を始めてから14日間を要した。12月

10日 入室では 1月 22日 (入室42日後 )か ら開舵 を始め全期

間で6`7チ 開花し 12月 20日 入室では全湖間で514¢ 開花

した。以上の結果から利用できるのは12月 10日 以降の入室

開花を始め全期間で468¢ 開花 した。11月 30日 入室では12

月24日 (入室24日後)か ら開花を始め, 4日 後には50フ ¢の

開花率となり全期間で
',フ
¢開花 した。

12月 10日 入室では全期間で797¢ 開花し,12月 20日 入室

では全llJ間で847¢ 開花した。以上の結果から利用できる

のは11月 30日 以降の入室であり,こ の時期が実用上の休眠

あけと考えられた。 11月 50日 までの低温遭遇時間は5C以

下2刀 時間, OC以 下3,時間であった。

であり. この時期が実用上の休眠あけと考えられた。12月

10日 までの低温遭遇時間は5C以下4"時間,0℃ 以下60

時間であった。

4む す び

1 レンギョウの新しょうは5月 中旬から,月 中旬まで,
ユキヤナギ, コデマツの新しょうは8月中旬まで伸長した。

2 レンギョウの花弁形成期は8月中旬で,ユキヤナギ
の花房分化期は10月 上旬.コ デマツの花房分化期は11月 下

旬であった。

3 レンギョウの実用上の休眠あけは12月 30日 で,ユキ
ヤナギの実用上の休眠あけは11月 30日 であった。

4 リンショウバイの実用上の休眠あけは12月 10日 であ

った。
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